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事後評価総合所見 

研究課題名：ヨウ素の化学状態に基づく廃炉及び DOE サイトの修復に向けた廃棄物安定化処理法の

開発 

代表研究者（研究機関名）：大貫 敏彦（東京工業大学） 

再委託先研究責任者（研究機関名）：香西 直文（日本原子力研究開発機構） 

再委託先研究責任者（研究機関名）：宇都宮 聡（九州大学） 

米国側研究機関：テキサスＡ＆Ｍ大学 サバンナリバー国立研究所 

研究期間及び研究費：平成２８年度～令和元年度（４年計画） ５２百万円 

項 目 要  約 

１．研究の概要 複数の化学状態で存在する放射性ヨウ素を対象核種として、米国テキサ

スＡ＆Ｍ大学などと協力して、福島における処理済み廃棄物の放射性ヨウ

素の化学状態を明らかにするとともに、ヨウ素の化学状態を考慮して高度

な吸着材及び固化体を開発することを目的として、以下の研究開発を行う。 

１）放射性ヨウ素の化学状態の解明 

２）化学状態を考慮した放射性ヨウ素の閉込め能の高い固化法の開発 

３）吸着材及び固化体中のヨウ素の化学状態の解明 

２．総合評価 
Ａ 

・化学状態やメカニズムの解明から良い吸着剤および固化体の候補があが

っており、今後は実用化に向けて研究を進めて欲しい。

・ジオポリマー固化については、固化することで安全評価にどのようにプ

ラスの影響がでるかを検討する必要がある。

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


